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謹んで新年のお慶びを申し上げます。
昨年の参議院選挙で2期目の当選を果たした「たかがい恵美子」さんが、引き続き国政の
場で活動していることは、看護職にとって大きな力となります。
今年は、現場で働いている看護職と議員との意見交換のできる場を設け、より政治に関心
を持っていただくために取り組んでいきたいと考えています。
本年もよろしくお願い申し上げます。

神奈川県看護連盟会長　奥 本  信 子

新春を迎え、会員のみなさまと一丸となって、決意を新たに、次の目標に向かってがんばって
まいりましょう。
連盟の活動は、「ベッドサイドから政治を変える」のスローガンの通り、会員のみなさまの、「発
言」「働き掛け」からスタートします。「待ちの姿勢」ではなく、みなさまの前向きな積極的な
行動が、看護政策実現に結びつくのです。楽しく連盟活動に取り組んでまいりましょう。

日本看護連盟会長　草 間  朋 子

平成29年の初春を健やかにお迎えのこととお慶び申し上げます。
昨年10月には、「神奈川県地域医療構想」が策定されました。今後増大する医療・介護
ニーズに対応し、地域で暮らす人 を々支えるためには、看護人材の確保や連携体制づくりな
ど、私達看護職が取り組むべき課題は多岐にわたります。今年も、連盟の皆様と力を合わせ、
これらの看護課題への取組みを着実に進めて参りたいと思います。本年もどうぞよろしくお願
いいたします。

公益社団法人神奈川県看護協会会長　篠 原  弘 子

新年、あけましておめでとうございます。
当協会は、平成8年4月に川崎市に在勤・在住する看護職の職能団体として、社団法人川
崎市看護協会として設立され、24年4月に公益社団法人川崎市看護協会となりました。昨
年設立から20周年を迎えました。
会員1人ひとりの力を組織の力として、看護の問題や課題に取り組んでおります。
本年もどうぞよろしくお願いいたします。

公益社団法人川崎市看護協会会長　広 瀬  壽 美 子

新年のごあいさつ
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新年のごあいさつ
謹んで新春のお慶びを申し上げます。
神奈川県看護連盟の皆様には日頃より温かいご支援を賜り、心より感謝申し上げます。
日々進み続ける超高齢社会を支える看護職お一人お一人が働きやすく、やりがいをもって看護でき
るよう、現場の声をお聞かせいただきながら本年も変わらず全力で取り組んでまいります。本年もど
うぞよろしくお願い申し上げます。

衆議院議員　あべ 俊子

謹賀新年　丁酉の2017年は、直感力と行動力を磨いて運気を取り込み‘いのち（人生）
の実り’について、改めて考えたいと思っています。
ひとの生きる力を守り支える看護のパワーを存分に活かせる社会づくりを進めたい。そ
のために今、私たちは自らの知識･技術･経験を総動員して、諸般の労働法制の改
革に取り組んでいかなければなりません。
これからの数年間は、従来の予想を超える多様な医療需要の増加と供給市場の拡大
が急速に進むと見込まれます。変化を座して待つのではなく、プロの目利きで時代を
先取りする攻めの姿勢で挑みたいものです。
また、2015年に始動した我が国の女性の健康科学については、十分な学術基盤が醸
成されるように、2016年に始動した「幸齢社会への挑戦‘ハッピープラチナ運動’」は、
順調に各所での事業が充実するように、引き続き力を注いで参ります。
さらに２期連続の自民党女性局長として、７つの重点政策の一層の推進と女性議員の育成と政治力向上の体制整備にも取り組み
ます。
本年も、看護職の誇りを胸に鋭意努力する所存です。みなさまのますますのご繁栄を心よりご祈念申し上げます。

参議院議員　たかがい 恵美子

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。本年も自由民主党看護系国会議員として「働き続けられる職
場づくり」などの看護政策実現とともに、日本に生まれたすべての子供たちが健やかに成長し、活
躍できる社会づくりを目指しながら、継続性のある社会保障政策の構築や、経済政策にも力を注
いでまいります。

衆議院議員　木村 やよい

神奈川県看護連盟の皆様、新年あけましておめでとうございます。平成29年が皆様にとってすばら
しき一年になりますよう、心からお祈り申し上げます。
来年の診療報酬、介護報酬同時改定に向け、今年は大きな山場を迎える年となります。地域包括
ケアの中心的役割を期待されている私たち看護職が「良い看護ができた」と実感出来るよう皆様の
声を国政に反映して参ります。
皆様とともに手を携え歩んでまいりますので、引き続きご支援を
賜りますようお願い申し上げます。

参議院議員　石田  昌宏
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目的／看護連盟会員（若者）の選挙に対する関心度と
投票行動を知り今後の活動に活かす。

アンケート方法／神奈川県看護連盟加入施設を無作為
に抽出した。

アンケート回収方法／無記名で神奈川県看護連盟に郵
送してもらった。

配布数／ 3,433人
回　収／ 1,588人
回収率／ 46.2％

第24回 参議院選挙アンケート結果
1. 年代

2. 看護連盟が参議院選挙で擁立した
　 たかがい恵美子さんを知っていますか？ 3. 7月10日の参議院選挙に行きましたか？

5. 投票した方は選挙区と比例区の二つの投票を知っていましたか？

4. 選挙に行かなかった884人の理由（複数回答あり）
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項　　　　目 20 代 30 代 40 代以上 計

1　仕事が忙しく、時間がない 359 人 (51%) 132 人 (52%) 48 人 (53%) 539 人 (52%)

2　政治や選挙に関心がない 146 人 (21%) 39 人 (15%) 9 人 (10%) 194 人 (19%)

3　適当な候補者、政党がない 77 人 (11%) 46 人 (18%) 22 人 (24%) 145 人 (14%)

4　期日前投票を知らなかった 22 人 ( 3%) 2 人 ( 1%) 0 人 ( 0%) 24 人 ( 2%)

5　病気又は体調不良 20 人 ( 3%) 27 人 (11%) 10 人 (11%) 57 人 ( 5%)

6　現在地に選挙権がないなど 75 人 (11%) 8 人 ( 3%) 2 人 ( 2%) 85 人 ( 8%)

計 699 人 (100%) 254 人 (100%) 91 人 (100%) 1,044 人 (100%)

項　　　　目 20 代 30 代 40 代以上 計

1　知っていた 177 人 (75%) 171 人 (90%) 254 人 (98%) 602 人 (88%)

2　知らなかった・無回答 58 人 (25%) 19 人 (10%) 6 人 ( 2%)  83 人 (12%)

計 235 人 (100%) 190 人 (100%) 260 人 (100%) 685 人 (100%)
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　10月28日キャリア支援センター藤沢での湘南支部講演会　参議院議員

石田まさひろ先生の演題は『政治と経済そして看護の未来』でした。1時

間という短い時間で聞き手に強い印象が残りました。その理由を自分なり

に二つみつけました。

　一つ目は、「政治の現状と困難を見つめ、粘り強く具体策を見つけて動か

す」その強い想いが的確で強い言葉で投げかけたからです。

　二つ目は、「患者のために働き、患者の笑顔にエネルギーをもらい、また頑張る」看護のこころを共通項として持っ

ている演者と聞き手が集まったからです。

　満足感と、さあ明日からも頑張ろうという想いは、演者と聞き手の共同作業であると感じました。

　講演内容に、こんな内容がありました。

「人工知能が大きく社会を変え、たくさんの職業が機械に置き換わるともいわれていますが、看護職は生き残れます

か？」という問題提起に、看護は人が人にすることだから、機械に置き換わらないと思っていた私たちはびっくり。

『「医学診断をする行為は置き換わる可能性があるんです」「検温だって、たくさんのセンサーがあれば24時間絶え間な

くやってくれるんです」…さあ人工知能により看護の未来はどうなるの？』。

　そして読み解くキーワードとして「言葉や態度の受け止めや意味理解、そして表現すること」について解説がされ

ました。『ベテラン看護師は患者の言葉にならない言葉を受け止め、そばにいることができるんです。そして、不安を

理解し、安心をさまざまな方法でサポートすることができる。そのことに自信もあるでしょう。一方、若い看護師に

この実践力は育っているんでしょうか？測定技術と判断能力だけだと、それが得意な人工知能に置き換わっちゃうん

ですよ』。きちんと相手と向かい合い言葉にならないことにも対応できる後輩看護師を育てる役目がベテランにある、

と強調されました。「看護師よ、ベッドサイドに行こう」というスローガンは「後輩を育てるフィールドとして臨床に

立とう」と、違った意味を持ったイメージとして聞き手への大きな課題になり宿題となりました。

　限りある国家予算を有意義に使うこと、ベッドサイドや、地域のみんなのしあわせのために法律を作りかえてゆく。

どんな作業も強い風の中のようで簡単には進みません。その中で、どうやったら理想という凧を大空高く揚げられる

か、真剣に取り組んでいる。風向きを見て、道具の工夫に余念な

く、重要な立場にいながら楽しんでいるそんな印象を持った講演

会でした。
（なおこの文章を書いているときに、週間医学界新聞　第3201号に「も

うすぐ始まるという　看護学研究の明るい未来について」という石田

議員と野寄 修平さんの対談が掲載されました。これもわくわくする内

容でした。ぜひご一読をお勧めいたします）

湘南支部　東海大学大磯病院　川村　亨

『政治と経済そして看
護の未来』を聞いて
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　県民ホール６階の横浜の老舗フランス料理レストラン「英一番館」で、
港ヨコハマを眺めながらの食事と歓談の最高のひと時を過ごした後、大ホー
ルで「東儀秀樹×古澤　巌× coba 全国ツアー 2016」のコンサートを楽し
みました。
　「英一番館」での食事と歓談の合間には、英一番館の営業課の西川さん（男性）がピアノ演奏のサービスをしてくれま
した（大変上手でした）。
　昨年も同様なサービスをしてくれ、皆さんには顔なじみとなりました。
　雅楽の東儀、ヴァイオリンの古澤、アコーディオンの coba の三人の楽師は、それぞれの分野において、もはや唯一無
二の演奏家であり（ともに猪年生まれの57歳）、三人は様々なジャンルの音楽を三人ならではの音楽に仕立て奏でました。
場内は音楽に酔いしれ、感動の時を共にしました。
　会員交流会は昨年からスタートした事業で（昨年は高橋真梨子さん）、今回は二度目。次回の期待も大きく、歌舞伎鑑
賞やエグザイルなどのリクエストがありました。

会 員 交 流 会

平成28年9月10日（土）日にち

神奈川県民ホール6階レストラン「英一番館」
神奈川県民ホール大ホール場　所

49名参加者
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　60名の募集に80名以上の応募があり、急きょ大型バス２台での出発となりました。
　秋晴れの中、重厚な国会議事堂に到着。

【国会議事堂見学】
　国会議事堂は17年の歳月をかけて昭和11年に完成。建築資材のほとんど
を国内で調達した「メイド・イン・ジャパンの殿堂」。先の東日本大震災でも
国会議事堂はほとんど揺れなかったというから驚きました。

【自民党本部】
　自民党総裁室などを見学させてもらいました。ここの８階で看護系国会
議員と神奈川県選出の国会議員による国政報告が行われました。TPP の審
議などでお忙しい中、たかがい恵美子議員、石田昌宏議員や神奈川選出の
若手の小泉進次郎議員など10名の議員が出席してくれました。

　国政報告の後、東京タワーや昔ながらの店が並ぶ都心の下町の麻布十番など
を散策し帰路につきました。

【感　想】
◦政治の中心を見学し感動した。
◦実際の場所が見られて政治に関する関心が強まった。
◦議員の方々にたくさんお会いできて、これからの看護界も少し期待が持てた。
◦私たち看護師の意見を表に出していくことの必要性を感じた。
◦総裁席に座れて感激した。
◦思いがけず小泉進次郎さんにお会いできた。アイドル並みの歓迎、廻りのキャーキャーも微笑ましかった。

　他にもたくさんの感想、意見が寄せられました。

　最後に、石田事務所の方に何から何までお世話になりましたこ
とを感謝いたします。

国 会 見 学

平成28年10月14日（金）日にち

国会議事堂、自民党本部、NHK 放送博物館、
東京タワー、麻布十番

場　所

78名参加者
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神奈川県看護連盟
http://www.kanagawakangorenmei.jp/　e-mail:jimukyoku0@kanagawakangorenmei.jp

看護連盟通信
発行／平成29年1月　　発行責任者／奥本信子　　印刷／ヨシダプリント

〒231ｰ0037  横浜市中区富士見町2番6  コルニッシュ横浜2F
TEL 045（263）2801   FAX 045（263）2802

昨年は選挙があり一年があっという間に過ぎました。
今年は何が待ち構えているのか。何があっても大丈
夫なように協力して行きたいです。

広報委員
小柳　正子　　山内美智子　
畠山　友子　　中村　茂雄

編

集後

記
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平成29年度  看護連盟会員募集
年会費 9,000円

（7,000円）正 会 員
看護協会会員である人
日本看護連盟／ 5,000円
神奈川県看護連盟／ 4,000円（70歳以上の人は2,000円）

一人でも多くの方の
入会により、現場の声を
国政に反映させましょう

年会費 9,000円
（7,000円）特 別 会 員

正会員の経歴を有し、未就業で現在看護協会会員でない人
日本看護連盟／ 5,000円
神奈川県看護連盟／ 4,000円（70歳以上の人は2,000円）

 1 　口 1,000円
※何口でも可賛 助 会 員 看護連盟の主旨に賛同する人（看護職でなくても入会可）

年会費 無　　料学 生 会 員 看護学生で看護連盟の主旨に賛同する人

TEL（045）263-2801　FAX（045）263-2802
e-mail:jimukyoku0@kanagawakangorenmei.jp事務局お問い合わせ

入　会　案　内

Q1. 昨年行われた参議院選挙は第（　　　）回である。

Q2. 国会議事堂のお庭には各都道府県の木が植えられています。
　　神奈川県の木は何でしょうか？

　新年お年玉クイズを掲載いたします。クイズ正解者には厳正なる抽選の中から10名の方に図書カードを
差し上げます。
　なお、クイズの回答と共に連盟通信に掲載する記事やご要望をご記入ください。

◦ 官制はがきに住所・氏名・クイズの回答・自由意
見を記載してください。

◦ 下記の住所にお送りください。
 〒231-0037 横浜市中区富士見町2-6
 　　　　　　　　　　コルニッシュ横浜2F
 　　　　　　　神奈川県看護連盟行

◦締め切り　平成29年2月28日 必着
◦当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせ

て頂きます。

応募方法
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2 3 1 0 0 3 7 クイズの回答
1. ○　　２. ○

自由意見
○○○○○○○
○○○○○○○
○○○○○○○

〈表〉 〈裏〉

新年お年玉クイズ

たくさんのご応募お待ちしております！


